
●家族の呼び寄せと支援： 
　多言語対応の教育プログラムの提供など、家族が一緒に暮ら

せる環境を整える。 
●生活環境の整備： 
　地域社会との交流や生活サポートを充実させ、教育・就労・

コミュニティにおいて孤立させない。 
 

こうした取り組みによって、安心して働き続けられる環境を
作ることが重要です。 

column 7

多文化の介護職員がもたらすイノベーション   

外国人労働者は単に人口の減少を補うための人材ではあり
ません。異なる文化や社会背景、価値観が、新たな発想を
生み出すイノベーターの担い手でもあります。介護の分野でも
多くの人材が海外から入ってきています。中には3年間の就
労の中で介護福祉士の国家資格を取得した人もいます。Aさ
んは2013年にインドネシアから来日し、介護の仕事が楽しく
て仕方がないと言います。 

彼は日々認知症ケアに従事していますが、「 認知症の方
は、世界一信頼できる存在です 」と断言します。どんな相談
にも乗ってくれ、秘密を守ってくれるからです。認知症のある
人との関係性をポジティブに捉え、一人一人の方が大切に

されていることを尊重することが認知症ケアのコツだと言いま
す。「 認知症の患者様は、物事をどんなに忘れても、若い時
の習慣は一部残っていて、大切にされていることが多々ありま
す 」。彼が対応する入居者の一人は毎朝眉を整えることが大
変重要でした。しかし、高齢になるとそれも難しくなり、それが
社会との関係を遮断する要因だったのです。彼は、『 高齢者
を敬う』という自身の文化的背景から、入居者が大切にして
きた習慣に敏感に気づき、自ら練習して眉を描く手助けを始
め、入居者の尊厳と自信を取り戻すきっかけを作りました。こ
れはマニュアルを超えたケアの質の向上であり、現場に新た
な視点をもたらしました。 

彼は介護の専門性を、「 人生を充実させるプロの仕事 」と
断言します。介護という職業の誇りと意義を簡潔に表現したフ
レーズですが、入居者にとっても残された時間を最高の質で
飾れるというのは素晴らしいことです。私たちの営みに国境は
ありませんが、多様な人々が織りなす介護の中に、新たなイ
ノベーションも生まれるのでしょう。 

A さんと施設入居者の方々

北海道苫小牧市 

飲食店が日本語学校を経営～
就職を目指す外国人を支援 

case 16

苫小牧市を拠点に回転寿司店などを展開する株式会社久恵比
寿は、2023年 4月に「 HISAE日本語学校北海道とまこまい校 」
を開設しました。在留資格特定技能 1号（ 外食産業分野 ）の取
得を目指すコースを設け、苫小牧市や北海道内での就職を支援
しています。社長の畑中氏は、「 外食産業としては、地域の人
口減少はお客様も働き手も減る 」との考えから、商工会議所を
通じて苫小牧市に日本語学校の設立を要望し、約 3年にわたり
提言を続けました。しかし、自治体としては直ちに取り組む状
況ではないとの回答を受けたため、自社で日本語学校を設立す
る決断に至りました。畑中社長は自ら日本語教師養成講座に通
い、教師の資格を取得しています。 

すべてがゼロからのスタートとなった日本語学校の運営を任
された五十嵐啓子校長は、卒業後に企業で活躍できる人材の育
成を重視し、ビジネス日本語を取り入れた日本語教育に取り組
んでいます。現在は、学生への生活オリエンテーションや生活
指導に加え、就職サポートにも力を入れており、企業の合同説
明会や企業見学などを通じて、就職後を見据えた支援を行って
います。また、普段は地域の方々が日本語学校に入る機会が少
ないことから、オープンキャンパスとして学校を開放し、学生
が主体となって地域の方々と交流する機会を設けています。そ
のほか、地域の自動車学校でのドライバー体験などの体験学習
も積極的に取り入れています。現在の生徒数では日本語学校と
して大きな利益を上げることは難しいものの、卒業後に学生が
社会で活躍することを願って社長が設立した学校であることか

ら、五十嵐校長は運営面について大きな不安を感じることはな
いと話しています。 

日本語学校での取り組みとは別に、五十嵐校長自らが運営す
る（ 一社 ）北海道多文化共生 NETを通じて、多文化共生の推
進に取り組んでいます。同法人では、外国人と日本人が地域で
共に暮らしていくための基盤づくりを目的に、苫小牧市の外国
人向けに「 みんなの生活ガイドブック 」を作成しました。また、
災害時に外国人と日本人が互いに助け合える関係を築くことを
目指し、市の担当課や救急・消防隊、警察署、出入国在留管理
庁、北海道国際交流・協力総合センター、大学、JICA北海道
などと連携した避難所体験も実施しました。さらに、食やス
ポーツを通じて交流を促す取り組みとして、外国人と日本人が
一緒に参加するスケート大会や 100人バーベキューを開催し、
いずれも好評を得ました。加えて、179の市町村を有する北海
道では、地域の状況に関わらず外国人が暮らしていることから、
外国人の社会参画を支える地域コミュニティづくりに、JICA
の NGO提案型プログラムを活用して取り組んでいます。 
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